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第 8 回小松川中学校 統合準備委員会 議事録（要旨） 

  

【日 時】 

令和 3 年 6 月 29 日（火） 19：05～20：10 

【場 所】 

小松川第二中学校夜間学級仮設校舎 会議室 

【主な内容】 

１．新標準服について 

・新標準服プロポーザル審査の審査員について 2案提示。案 2 に決定。 

 案 1 統合準備委員会メンバーと教員 

 案 2 統合準備委員会メンバーと教員と生徒会 

２．校章・校歌について 

・校章と校歌の検討を行うにあたって、江戸川区の過去の事例を紹介。（清新ふたば小・二之江小） 

・現在の校章と校歌とその成り立ちについて紹介。  

 

〔主な意見と回答〕 

◆新標準服について 

・生徒会の意見を聞くのは良いが、夏休み中は配慮が必要である 

⇒資料は生徒にも郵送で送ればいいのではないか。 

 

・実際に着用するのは現小学 5 年生からだが、プロポーザル審査の資料は小学校には展開しないの

か。 

⇒今回お示しした案では想定はしてない。制服アンケートを行っているのである程度意見は集約で

きていると考えている。〔事務局〕 

 

・今の制服と比べることができるので、現中学生に意見を聞くのがいいのではないか。 

 

・PTA 役員の人数や普段から子どもたちを見ている教員を増やしてみてはどうか。 

 

・生徒会に事前に資料を届け、意見を吸い上げたうえで審査、当日を迎えるスケジュールだと、いつ

頃までに事前資料は頂けるか。 

⇒想定だと 8 月上旬頃までに事前資料を提出してもらう。資料が届き次第、皆様のお手元に送付し

たい。〔事務局〕 

 

・生徒にも意見を聞く案 2 が良いと思う。女性の方が生地を見る目があると思うので、本校では女

性教員に審査員をお願いするつもりである。 

 

・書類だけの審査だと分かりづらいので、例えばサンプルを持ってきていただき、実際に見たり、生
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地を触れたりしながら審査できる、プレゼンの方法はこちらから指定できるか。 

⇒プロポーザル審査の参加依頼文の中で、記載をすれば可能である。〔事務局〕 

⇒少なくとも審査当日は試作品をもってきてもらう。可能であれば、事前資料提出の時に生地のサ

ンプルを同封してもらうやり方もある。〔事務局〕 

 

・これまでの意見から案 2 ということで良いか。〔事務局〕 

⇒異議なし 

 

・審査員として PTA 役員の人数を増やすことは可能か。 

⇒他校の例を見てもそんなに大人数ではない。かえって審査員が多すぎて審査が大変になってしま

うことも考えると、20人くらいがちょうど良いのではないか。〔事務局〕 

 

◆学校部会より報告 

・6 月 23 日に 3 校合同研修会、24 日に第 1回学校部会を開催した。合同研修会は全教職員が集まっ

て打合せ、学校部会は必要に応じた打合せを行った。スムーズに統合ができるように、体育行事

や文化行事、宿泊行事の日程や場所、内容や定期考査の日程のすり合わせなど、令和 4 年度また

は 5 年度からできることは何かについてそれぞれ話合いを進めているところである。統合時、子

どもたちが戸惑わないように生活面のルールや行事面ですり合わせをしているところである。 

 

・学校部会には 1 学年部会という部会もあり、今年度からできることも検討している。例えば、遠

足の行き先を同じにして現地で合流するなど、アイデアを出してもらっている。 

 

・保護者が関心を持っていることなので、統合に向けて検討を進めていることを学校だよりなどで

お知らせしてほしい。 

⇒学校だよりだと各校の書き方次第で伝わり方が異なってしまうので、『統合だより』のようなもの

を作成し、共通の内容でお知らせをした方が良いのではないか。その中に新校舎建設工事の進捗

状況も載せられたらより伝わると思う。 

⇒3 校の副校長でも学校部会で話し合っていく。 

 

◆PTA 部会より報告 

・統合準備委員会のメンバーに各校 2 名ずつ加えた計 10 名で 7 月上旬に第 1 回 PTA 部会の開催を予

定している。あくまで顔合わせと今後の進め方について話し合うので、PTA メンバーだけで開催す

る。開催頻度や物事の決定方法の検討を行う。 

 

◆校章・校歌について 

・校章の検討は生徒にアイデアを募ってはどうか。業者に初めからお願いすれば、早いとは思うが、

子どもたちの意見も反映させてあげたい。 
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・子どもたちはいろいろなアイデアを持っているので、その中から選んで最終的にはプロの方が制

作した、清新ふたば小のやり方が良いのではないかと思う。その際は、夏休み前に子どもたちに

呼びかけておくのがベストかと思う。校歌については、令和 5 年 4 月に開校した際、新しい校歌

を歌えるようにしておくためには、統合前に各校の校歌を歌いながら、新しい校歌も練習しない

といけない。今の校歌を大事にしたいので、統合してから小松川中学校の生徒と教員で作り上げ

ていっても良いのではないかと思う。 

 

・校章や校歌はプロに頼むことが出てくると思うが、予算的措置は問題ないのか。 

⇒校章については、今年度予算計上しているが、校歌はまだ計上はしていない。清新ふたば小の事

例を参考に計上額等、担当部署と調整していく。〔事務局〕 

 

・校章の応募対象は現中学生のみか、これから入学する小学生も含めるか。 

⇒学校部会の中でこれから検討していくが、中学生に対して任意で募集をかけるというイメージを

持っている。 

 

・詳しくは学校部会の方で方針を決めていくことになる。現時点で校章は開校前、校歌は開校後に

と考えている。内容に関してはこれから話合い、皆様に報告しながら決めていきたいので、意見

を頂ければ参考にさせていただく。 

 

・夏休みに募集となると、早く決めないといけない。 

⇒一中、二中、三中の現校章とその由来を示して、新しい校章はどんなデザインがいいか興味があ

る人はぜひやってみてというような呼びかけをしたいと思っている。 

 

・例えば、3 校で応募してもらい各校で投票を行って絞込みを行い、統合準備委員会で最終案を決

め、業者発注するというような流れを考えている。 

 

・今の中学 2・3 年生は卒業してしまうので、実際に小松川中学校に関わる人たちに参加してもらう

のが良いのではないか。 

 

・小松川中学校に少しでも関わるという考え方で、現中学生の意見もあえて取り入れるのも良いの

ではないか。 

 

・校章については今後、3 校で話し合いを行いたい。 

 

・校歌については統合後にという話があったので、校章の検討を先行して進めていただきたい。〔事

務局〕 

以上 

 


